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第I節調査の成果

中尾第 l遺跡の発掘調査は一般国道9号(東伯・中山道路)の改築工事に伴い、平成15年度に実施

したものである。調査の結果、縄文時代から近世にいたるまでの遺構・遺物を確認した。以下、本文

の内容と記載が重複する部分もあるが、調査成果について時代頓にまとめることとする。

縄文時代については、落し穴と土坑を確認している。落し穴はA1区と C区で43基確認されている

が、このうち 4基で晩期の遺物が出土しているに過ぎず、時期の特定が困難なものが多い。しかし、

周囲の遺物出土状況、埋土の状況から縄文時代に属する可能性が高いと考えられる。形状は円形、隅

丸方形、隅丸長方形、楕円形と様々である。また、落し穴はA1区と C区のみで確認されていること

から、立地選択が行われた可能性が考えられる。

土坑はC2区で土坑35が確認されている。土坑35はC2区の南側で確認されており、晩期の精製土

器や突帯文土器、石器が出土している。また、この周辺では晩期の刻日突帯文土器や石器が出土して

おり、ここが集落の縁辺部にあたる可能性が考えられ、調査区外において集落が形成されていたもの

と考えられる。

弥生時代については、前期と中期の遺構・遺物を確認している。前期の遺構は、縄文時代晩期に引

き続き C2区南側で土坑と土坑墓群を確認している。土坑墓群は11基確認されており、このうち 9基

は墓墳に石を配した陳石使用墓であった。陳石使用墓には(1)墓墳の上面に石を配したもの(土坑

墓5・6)、(2)墓墳の側面に石を配したもの(土坑墓 1. 7・8)、(3)墓墳の内部を石で囲むも

の(土坑墓3)、(4)墓墳の隅に石を配したもの(土坑墓2・5・6)がある。このうち(1)は

(4) と組み合わされている。また (4)については墓墳の上部に石を配しているものが認められるこ

とから、外部標識としていた可能性も考えられる。

墓群形態については、調査範囲が限られているために全体像を捉えることができず判然としないが、

墓墳の主軸方向がほぼ東西方向を向いており、弥生的墓制である列状墓群形態を呈しているようにみ

える。しかし、土坑墓9・10の主軸方向が他のものと異なり、縄文的墓制である環状墓群形態を呈し

ているようにもみえる。また、先述したがここは縄文時代晩期の遺構・遺物を検出した場所であり、

さらに、土坑墓の周辺からは口縁部の下方に無刻日突帯文がつく弥生土器が出土していることから、

被葬者は縄文時代の要素を残した集団であったことが想定される。このことから、列状墓群形態と環

状墓群形態が融合した墓群形態である可能性が考えられる(1)。このような墓群形態を呈するものに鳥

取県下では倉吉市イキス遺跡があり、当地域における前期の墓制を考える上で注目される。

中期については、それまで遺構・遺物の集中していたC区ではわずかに土器片が出土しているに過

ぎず、それまで遺構・遺物の希薄でおあったAl区に集中しており、集団が移動したものと考えられる。

時期は中期前葉から中葉にかけてであり、それ以降の遺構・遺物は遺跡全体から確認されておらず、

他の地域へ移動したものといえる。

確認された遺構は、竪穴住居、貯蔵穴、土坑である。このうち、竪穴住居は2棟が重複したもので

ある。内側の竪穴住居 1a は復元径6.5mを測る住居であり、柱穴P1では柱抜き取り後15cmほどの離

が埋め込まれていた。また、竪穴住居 1b は復元径10mを測る大型の住居であり、柱穴P13では柱抜
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き取り後、完形の査を埋納していた。このように、竪穴住居 1a . 1 bにおいて柱抜き取り後モノを

埋める行為が共通して認められており、注目される。

貯蔵穴 1. 2では炭化米がわずかながら出土している。また、貯蔵穴 Iでは炭化米とともに打製石

鍬が出土しており、ここで耕作が行われていたことが想定される。しかし、今回の調査では各調査区

を通じて生産に関する遺構を確認することができず、生産地が何処であったのか不明で、あるが、調査

区外に存在する可能性が十分に考えられ、今後の調査において留意すべき点といえる。

古墳時代については、中期の遺構・遺物がC区で確認されている。遺構・遺物の時期はおもに中期

中葉であり、それ以外の時期に相当する時期の遺構・遺物を確認することができず、この一時期にお

いて集落が形成されたものと考えられる。確認された遺構は、竪穴住居、土坑、溝である。竪穴住居

は、先述した士坑墓群の位置するC2区の南側に位置しており、ここから南西方向へ向かつて緩やか

に標高が高くなっていくことから、調査区外において集落の存在が予想される。

中世については、各調査区を通じて遺構・遺物が確認されている。時期は11世紀から15世紀にいた

るものであり、このうち、中心となる時期はl3世紀から14世紀にかけてと考えられる。確認された遺

構は、掘立柱建物、段状遺構、土坑、火葬墓、区画溝、溝である。これらはA2区と B1区に集中し

ており、この周辺において集落が形成されていたものと想定される。確認された掘立柱建物の主軸方

向は平行ないしは直交しており、また、他の遺構についても同様の配置となっており注目される。こ

のような配置は条里地割に即したものと指摘できるが、当遺跡の周囲には条理地割が確認されておら

ず、推測の域をでない。

さて、中世の遺構として特筆されるものに区画溝と火葬墓がある。区画溝はA2区で3条確認され、

時期は14世紀の範轄に入るものと想定している。これらは調査区外へ延びたり後世の削平などによっ

て消失したりしていることから全体の状況を知ることはできないが、すべて同様の形状・規模を呈す

るものと考えられる。また、区画内の状況は、区画溝 1・2においては柱穴を確認するものの掘立柱

建物としてまとまるものがなしこれに対して、区画溝3では主屋と考えられる掘立柱建物 I、その

付属施設と考えられる掘立柱建物2・3を囲緯しており、これらの区画溝はそれぞれ性格の異なった

空間を囲緯していた可能性が考えられ、当時の集落の様相を知る上で注目される。

火葬墓であるがAl区で火葬墓I、B1区で火葬墓2が確認されている。火葬墓 Iは単独で、存在し

ており、時期はl3世紀から14世紀と考えられるものである。器面に格子タタキが施された須恵器聾を

蔵骨器としており、この聾は胎土分析によって勝間田産であることが判明している(第9章)。火葬墓

2も単独で、存在するものであり、時期は放射性炭素年代測定によると15世紀という結果が得られてい

る(第9章)。底面には肩平な石が敷かれており、そこには脂が付着し、周囲からは炭・骨片・土器片

が認められたことから、ここで茶毘に付した後、埋葬が行われたものと考えられる。

近世の遺構・遺物については、特筆すべきものがなく、時期の特定できない溝や柱穴、包含層中や

撹乱溝から18世紀から19世紀にかけての陶磁器や木製品などが出土しているに過ぎない。(玉木)

参考文献
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第2節縄文時代の遺構・遺物

第2節縄文時代の遺構・遺物
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第167図落し穴分布図

れる。

出土遺物は包含層出土ながら縄文時代中期から晩期末のものが出土したが、その多くは晩期末の突

帯文土器で、調整方法は内外面ともナデあるいはケズリが主体で、ハケメのものはみられない。

本節では落し穴を形態ごとに分類し、若干の考察を加える。次に、本県において資料に乏しい突帯

文土器について口縁部形態の傾向を述べ、資料の増加に寄与したいと思う。

落し穴

(1)形態

平面形態、断面形態、底面施設をそれぞれ分類する。分類方法は、検出面での形態および断面形態

を基準に行うが、平面形態・断面形態・土層観察により本来の形態が推定できるものは、推定形態で

分類する。

平面形態は検出面での平面形態を基準に 3類に分類された。 1類は隅丸長方形、 2類が隅丸方形、

3類は円・楕円形である。 1. 3類ともAl区、 C区において10基前後検出されているのに対し、 2

類は両地区においてそれぞれ5基未満と少ない。断面形態は 3類に分類した。 A類は壁面がほぼ垂直

に立ち上がるもの。 B類は壁面が外傾し立ち上がるもの。 C類は壁面が内傾し立ち上がるものである。

落し穴の多くはA類に属し、 C類は4基しかみられない。底面施設はピットをもつもの、もたないも

のに大別される。ピットをもつものは23基で 1・2類のものに多く、 3類にはわずかにみられるだけ

である。また、ピットをもつもの、もたないものとも A1区、 C区全体に分布するが、 C1区北側に

おいてはピットをもたないものが集中して分布する。

(2)配列

規則性のある配列はAl区で2箇所、 C区にて3箇所確認された。 A1区の配列①は南から北にか

けて、落し穴4. 5 .10・12により構成される。これらは 1. 2類に属し、すべて底面にピットをも

っ。遺構聞は10"'"'15mで、主軸が等高線に対し斜交もしくは平行に配置される。配列②は北東から南

西にかけて、落し穴7・8・9・13・17により構成される。いずれも 3類に属する。遺構聞は4"'"'9

mで、落し穴7・8・9は近接する。配列③は東から西にかけて配置され、遺構間隔は9mと11mであ
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る。配列④は東から西にかけて、落し穴27・28・30・31で構成され、主軸が等高線に対し直交するよ

うに配置される。配列⑤は南から北にかけて10"'--'12mで、配置される。

(3 )小結

A 1区、 C区において縄文時代晩期の落し穴を43基確認した。これらは上述したように、隅丸長方

形・楕円形のものが主体をなし、楕円形の多くは底面ピットをもたない。また、時期は各遺構の埋土

に違いがみられないこと、重複関係にある遺構が存在しないこと、出土遺物に時期差がみられないこ

とから、いずれも縄文時代晩期に属する可能性が高い。

これらを踏まえて県内の遺跡をみると、前期の落し穴がある程度まとまって検出された倉吉市中尾

遺跡においても隅丸長方形、隅丸方形、楕円形の形態、があり、本遺跡とほぼ同様の様相を示す。この

ことから、形態差が時期的変化に起因するとはいえず、縄文時代前期から晩期にかけて、いくらかの

形態ノfリエーションが断続的に存在したと考えられる。

また、落し穴はAl区と C区のみにみられ、両地区に挟まれたA2区、 B区においては、検出され

ていない。 Al区丘陵西側斜面と A2区、 B区丘陵東側斜面を比較すると、東側斜面の傾斜が若干き

ついが、狩猟を行うことが可能な自然地形と思われる。このことから当遺跡においては、自然地形以

外の条件も含め狩猟場の選地をしていたと考えられる。

突帯文土器

当遺跡における突帯文土器の口縁部形態、の傾向を述べる。なお、今回はあくまで口縁部形態を分類

するため、胴部に突帯文がめぐらされるものは取り扱わないこととする。

口縁部形態のわかるものは35点あり、いずれも器形は深鉢が想定され、口縁端部に刻目は施文され

ない。これらは35点中26点が刻目突帯文で、 9点が無刻目突帯文である。口縁部立ち上がりは直立気

味に立ち上がるもの、緩やかに外反して立ち上がるものがある。突帯部は口縁端部下方に付されるも

のと、口縁端部より付されるものがあり、口縁端部下方に付されるものは、刻目突帯文で18点、無刻

目突帯文で6点みられ、口縁端部下方から突帯文が付されるものが多い。刻目形態、は、深く刻まれた

V字状のものが多く 21点、 D字状のものは4点、 0字状のものは l点のみ出土している。これらのう

ち、口縁端部から刻日突帯文が付されるものはV字状のもので5点、 D字状のもので2点、 0字状の

ものは l点で、口縁端部下方から突帯文が付されるものが多い。以上を整理すると、刻目突帯文土器

では口縁端部下方にV宇状の刻目突帯文を付したものが、無刻目突帯文では口縁端部下方に突帯をめ

ぐらすものが主体をなすことになる。

当遺跡出土遺物を、漬田竜彦による本県突帯文土器の型式学的分類にあてはめると、突帯文皿期か

ら弥生時代前期の範障に収まると考えられるが、刻目突帯文にハケメがみられないこと、無刻目突帯

文の組成比率が低いことから突帯文田期の要素を多く含んでいるといえる。

今後の課題としては、突帯文土器の形式学的変遷と時間的変遷の確立、それに基づいた当該期の地

域・社会性の解明が挙げられるが、一括性のある良好な資料に乏しい本県の現状では不明な点が多く

困難であるため、資料の増加を待ち改めて検討することとしたい。(福井)

参考文献
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中尾第 l遺跡において、石鍬は各調査区を通じて14点と比較的ま

とまった量が出土しており、これらを観察することによって、何ら

かの特徴および傾向を知ることができるのではないかと考えられ

る。そこで本節は、本遺跡出土石鍬の特徴について述べ、まとめて

いくこととする。なお、特徴を述べるにあたって、石鍬の部位名称

は第168図に示したものを使用し、裏面は平坦面が多く認められる

面、表面はその逆面とするO

(1)出土数と時期

石鍬は、図化できなかったものを含めて附出土したo 地区別に |判UDγ痕
概観すると、 A区では l点出土しA区出土石器の10%となっている。 刃縁

また、 C区からは13点出土しC区出土石器の44%を占める。周囲の 第168図石鍬部位名称

状況から、時期はA区が弥生時代中期、 C区は縄文時代晩期と考えられる。

(2 )形状

第3節 中尾第I遺跡出土石鍬について

第3節 中尾第 l遺跡出土石鍬について

側
縁

形状を観察すると、 C区出土のものについては、形態分類の短冊形・援形・有肩形に属すものが多

く、 A区出土の S9 (第14図)については、いずれの分類にも属さない楕円状を呈している。これが

弥生時代中期のものであるということもあって、時代差をあらわしている可能性が考えられる。また、

基部の形状により分類すると、扶りをもつもの50%、挟りをもたないもの43%、形状不明7%となっ

ていた。

(3)擦痕

刃部4点に擦痕が確認されている。これらは、器体の長軸方向に対して平行にのびており、刃縁に

対してやや斜行するものと、直交するものの2種類に分けられる。擦痕がおよぶ範囲は、両面に見ら

れるものと裏面のみの2種類があるが、両面に見られるものであっても、裏面の方が広い範囲に及ん

でいる。このことから、裏面と対象物が接した範囲に擦痕が生じやすいという傾向が明らかとなった。

なお、基部には、柄の装着痕と考えられる明瞭な擦痕は認められなかった。

(4 )折損

本遺跡出土の石鍬は80%が折損資料である。石器の折損原因には石質、器体の厚さが挙げられるが、

本資料は折損面に節理等は見られず、厚さによる折れ方の違いが認められない。このため、単に強い

表3 折損石鍬における
折れの方向と面数

戸三~
pk斤〈三

1.折れ函がー資料に額数ある場合はJiii数で計話題したG

2.分析対象には未掲級資料も含まれる D

第169図 折損石鍬における折れの推定方向と傾向
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第10章まとめ

力を受けた部分で折れたものである可能性が高い。したがって、折損面を観察することにより、石鍬

が受けた力の向きを明らかにすることができ、折損原因の傾向が判明するものと考えられる。

折損面の観察は、打製石器の剥離方向を判断するのと同じ方法で、行った。折損資料の75%が長軸に

対して直交して折れていたことから、この面をa'"'-'hに8区分し、器体が力を受けた向きの傾向を示し

た。器体を2つに縦割りするように、長軸方向で折損しているものについては、「その他」と分類した。

この結果、折損方向別の割合はa'hが約70%、d'eが16%、残りは「その他」となり、本遺跡の石

鍬は、表面に受けた力によって折損したものが多いということが明らかとなった(第169図)。先述し

たが、擦痕の生じやすい面は裏面であることが判明しており、石鍬に対する力の加わり方が擦痕と折

損では異なるものであった可能性が考えられる。

( 5 )製作

本遺跡出土の石鍬は、形状・時期に関わらず、以下の3つの段階を踏んで、製作されたと考えられる。

第一段階 素材の作出を行う。原疎からそのまま製品をつくるものと、剥片を作出した後に整形する

ものに分類できる。素材を作り出す際の打撃は、長軸に対して縦・横方向の両例が見られるが、両面

で打撃方向が異なるものも認められる。

第二段階 基端部・刃諒部の整形加工を行う。階段状の調整によって厚みを薄くしている。この段階

において、鋭利な刃部が作り出されている。

第三段階 側縁部の整形加工を行う。まず、緩斜度からの打撃を加えて素材の 1/4'"'-'1/8の範囲を

剥離させ、次に、急斜度からの打撃を加え素材の 1/8未満の範囲を剥離させていると考えられる o 急

斜度からの調整は基部の縁辺に集中し、剥離が重なって潰れたような状態になっているため、刃潰し

の機能も兼ねた調整であったと考えられる。また、調整は一定の範囲で平行して施されているが、交

互に面を入れ替えて加工するものではないと考える o

ところで、これらの石鍬の石材は全て板状安山岩であり、自然面の平坦な部分を使用して作られて

いるものが50%を占めている。打製石斧では、川原石の平坦な部分の剥片を素材に使用しているもの

を反りの少ない打製石斧とし、反りをもっているものと区別されているが、本遺跡の石鍬は、自然面

の有無にかかわらず平担面をもつものが認められることから、反りが少ないというよりも、平坦な面

を意識して整形されていたと考えられる。

( 6 )まとめ

以上、中尾第I遺跡の石鍬について述べてきた。形状では扶りをもつもの、もたないものの2種類

に大別された。これらは同じ製作工程を踏んで製作されたと考えられる。また、擦痕の生じやすい面

が裏面であるのに対し、折損時に力を受けた面は表面であったことから、石鍬に対する力の加わりか

たが擦痕と折損では異なるものであった可能性が考えられる。これらの特徴が本遺跡の石鍬だけに認

められるものであるのか、今後検証していきたい。(長尾)
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遺物観察表

遺物観察表

凡例 ( )内の数値は復元値・残存値を示す。
調整は上から下へ煩に示している。矢印は調整の順序を示している。

突帯文の分類は、漬田竜彦 2000 r因幡・伯番地域の突帯文土器と遠賀川i土器J ~突帯文と遠賀川』による。

土器①

ゥ，
E
Q
d
 



遺物観察表

土器②

l繍番号 地区 遺構名 関i絞 忠}磁 口f壬 H尽Wミf<コdム !底径 外ilii調慾 i勾而調受話 胎土
封宅

色調 {時考
(crn) (crn) (crn) 成

68 AI 火要事務lこと総 小flIli (7.7) (1.9) (5.1) ヨコナデ ヨコナデ 数密 災 外・内.Itfi-j長鋭機 糸切り

69 AI 火葬主主lごと品市 士干 (2.7) (8.8) ヨコナデ ヨコナデ 筏 f芝 外.[附ー灰白、 f与にぷいZ寄託2 ヘラ切り
70 AI 火葬慕l:EL1:r 3荷 (3.0) ナデ ナヂ it 良 外羽詰E足、内 .1訴灰白

71 AI 火若手重量l~感 き建 (44.8) (16.4) ナデ、給予i1fJき ナデ、当具淡(木製か) 主百 .E.l タト・内ー灰、 i附句灰白

72 AI 柱穴l 主u'i 芸品 (32.4) (6.5) ナデ、ケズリ→ナデ ナデ 持i 五ミ 外 II{[;E託、内.Itfi灰白

73 AI 包合図 縄文 主主 (5.3) 総[ii]転の斜行縄文(RL) ナデ 荘1 災 外・内 .1草i守 lこぶし斗主j

74 AI 包合間 縄文 j草書宇 (J9.6) (9.5) 綴いケズリ(板状工兵) ナデ、ケズワ→ミガキ 話l iミ 外島}氏、(11にぶい筑後、街j長iVi{登 恕fB老f!f(D字)
75 AI 包含1習 縄文 E程喜宇 (2.3) ナデ |ナデ 草色j 良 外ーにぶい裁f登、内.u浴後 刻日突者HD字)
76 A 1 包会長考 弥生 き塁 (2.2) ナデ、ケズリ ナデ 綴 良 外・内.u可-E正2立褐 口まま亥司自

77 AI 包含Jiii 弥生 3建 (15.2) (4.8) ナデ、ハケメ ハケメ→ナデ 幸吉 良 外.1tIiーにぶい筑後、 内時子号E足

78 AI 包合廓 i弥生 き撃 (7.0) (1.9) ナデ ナデ 密 良 外.r/;f . [訴 -E定員lf~

79 Al 匂合問 弥生 き菱 (19.6) (l.l) ナデ ナデ ~; 良 外-1こぶい後、内 .1許司司裁潟

80 AI 包含厨 弥生 ぎt (6.7) (7.3) ミガキ ナデ ?立 良 外 .1好にぶいiWf話、内褐灰

81 Al 包含燭 ~J!!i芸 上不身 (1O.8) (3.3) ナデ ナデ 絞議fよさ 外・内・ i訴ー灰

82 Al 包会長ヲ ~Ji窓 i\~6tT、 (2.4) ナデ ナデ 持7 .E.l 外・内・ i好氏 4:f:frlijの透L
83 AI 包含駁語l (1.7) (6.4) ヨコナデ ヨコナデ trf 良 外・内苧{こぶい裁後 ヘラ切り

84 A 1 包含際 (16.0) (25.5) ナデ ナデ 7f} 良 外・内 ω氏、 1訴淡蕊
85 Al 包含際 (3.5) ナデ、ケズリ→ナデ ナデ をf，: 良 外.[釘ー灰、内ー灰XI)J詩
86 A 1 包会総 (2.7) ナデ、ケズリ→ナデ ナデ 持; 良 外・内却灰色、内 ilJ白色

87 Al 包含緩 土師 5持 (2.9) ナデ ナデ 綴iもcf.!. 外・内灰、 i釘ー灰白
88 AI 包会総 主i:1:r 芸品 (15.2) (8.3) ナデ ナデ w 良 外.1沼氏、内陥氏、 IIJr灰白
89 Al 包合問 瓦 平瓦 ケズリ ケズリ 1ft 良 外・内・ i窃灰 1fJ目袋、組iJ@}ti

90 A2 建物 l 'l~許子 言霊 (3.0) ナデ ナデ 絞{密 良 l訴宇明言Ule、主11-赤衣j
91 A2 柱穴2 jすE設 蓄を (l4.2) (3.9) 官官 i主 !好灰白、紘一明オリ ブ灰 14C 

92 A2 校穴3 土自明 nr~j lIlI (7.2) (1.5) (4.2) ナデ ナデ E否 災 外・内・ i好呼lJ!立掲

93 A2 lt穴4 :EL1:r 羽三を (22.3) (4.2) ナデ ナデ、ケズリ→ナデ 草子 良 外・内 E辞灰、 i続灰白

94 A2 包含}忍 土郎i 3整 (3.0) ナデ ナデ 密 .E-! 外ー!氏自、内・滋i-j長波紋

95 A2 包含隠 主員選Z 5整 (4.1) i1[Jき→カキメ まĤt淡 綴i車f 良 外・内 .1訴淡路灰

96 A2 包含!¥'il ニi二郎 小皿 (8.4) (1.4) (5.2) ヨコナデ ヨコナデ 密 災 外・内・ i好;長i貨統 mt止糸切り
97 A2 包含足当 土師 4、皿l (1.2) (5.6) ヨコナデ ヨコナデ 綴宮苦 Iミ 外・内授、 i続;長裁縫 思lîf~糸切り

98 A2 包会長室 VlliIJu 総会も (5.0) ナデ ナデ 綴主主 良 内.1続灰岩j，、言11俗語¥4母 総括?放射状室長

99 A2 包含際 二回前 会主 (4目2) ナデ ナデ 空寄 良 外伶氏、内・ i釘淡災 土空付~i
100 A2 包含H!i 瓦1'i 2荷 (5.3) ナデ ナデ 主主 災 外.r勾一階灰、 !好j灸裁
101 A2 包合}笥 太郎 誌を (4.1) ナデ ナデ 世7 良 外.r今lこぶし 3災後、 i哲i-j.長災後

102 A2 包f青年j j二郎 1m (l.l) ナデ ナデ 京在 良 外・内・ i祈淡災後 ヘラ切り

103 A2 包会長ヨ 湾総 露五 (2.6) (5.6) 綴密 良 i訴ー!氏自、効匂緑灰 14C 

104 A2 包含際 染付 E右 (1.8) ~; 上主 外 '1勾・ i続tli.灰 陶i治染付

105 A2 包合図 染f>j" E落 (5.0) 綴密 iミ 外・内みミIヨ、断ー白
106 B 1 火若手墓2 こi二郎iぉ;鉢 (4.1) ナデ ナデ 綴幸吉 良 lこ";;1.)1号 総括¥1皮射状線
107 B 1 rI持19 土師 小肌 (0.9) (5.2) ナデ ナデ 綴1t: 良 外・内・ 1訴-De終j 閲転糸切り

108 B 1 ìl~19 ごi二郎 f1' (1.7) (7.0) ヨコナデ ナデ 経i 良|外・内 .1銃一後 間車五糸1;11り

109 B 1 済19 :EL't'l 鍋 (1.8) ナデ ハケメ 述、 良
外-rrg:赤灰、内ーにぶい掲、
i百i-灰ill褐色

110 B 1 i!IJl9 土師 鈎 (2.3) ナデ ハケメ 糧支詮J良 外・内・留i後
111 B 1 i持19 瓦1'f 長持 (4.7) ナデ ナデ ?苦 良 外・内 .1釘ー際政

112 B 1 主主19 :EL1:r 芸品 (3.1) ナデ、ハケメ ナデ 詮; 主主 外 -fZ灰、内灰、留i- 灰 I~I
113 B 1 f持19 談窓 3整 (4.4) ナデ、絡子J1fJき ナデ、当具痕(木製か) ¥'I，' Eミ 外・内・ i却 -111:兵
114 B 1 i!ll27 主E笈 2詩 (4.2) ナデ、ケズリ ナデ 也、 良 外，{与沃、 I滋灰白

115 B 1 主，'li27 瓦1:r E持 (22.4) (7.9) ナデ、ケズリ→ナデ ナデ 姶' 良 外・際iーにぶい賞授、{勾.De 
116 B 1 主主27 瓦11 3話 (22.0) (7.5) 強いナデ ナデ it' 良 外ゃ氏、[勾ー氏、ltIi 灰白

117 B 1 f的27 瓦貿 3品 (6.7) ケズリ→ナデナ ナデ 滋 tミ 外・内灰、 i訴ー灰!ヨ

118 B 1 務27 瓦室主 3品 (5.4) ナデ ナデ 組 災 外一灰、 内-11託子fJoE足、 長耳ー灰資

119 B 1 品J27 土nili 3品 (29.0) (9.5) ナデ ナデ 也、 .E.l 外・内・隠H受
120 B 1 主，Vj27 瓦まま 芸品 (3.4) ナデ ナデ ?在 良 外・内 I(奇灰、 i好にぶいiI王将

121 B 1 ir¥寺27 :EL1:r 芸員 (5.5) ナデ ナデ 官官 良 外・内.[訴灰白

122 B 1 主主27 ニi二師 芸誌 (3.4) (13.4) ナデ ナデ * 良 外 .1簿一灰策、 内寸守灰123 B 1 i!ll27 ニi二郎 3事j (2.8) (14心 ナデ ナデ 箆= .E.l 外-1こ.s:ぃ裁縫、内 M'筒、館H設
124 B 1 H持27 二i:師 室調 (1.0) (14.2) ケズワ(条痕o{oI)、ナデ ナデ 空奇 iミ 外・際i授、内灰
125 B 1 長官27 土古車 露i (1.9) ナデ ナデ E若 Eミ 外・内・;好主主

126 B 1 包含IiYJ 二i二郎i 小血 (7.9) 1.7 (7.2) ナデ ナデ 詩J 良 外・内・ i訴にぶい裁潟 手銀
127 B 1 包含!対 陶若5ま}I刻版 (8.0) 1.6 (3.8) Iヨコナデ ヨコナデ 2百 iミ 断-1汚赤潟、右iト赤黒 在主総糸切り

128 B 1 包含Jiii 土日中 lIll (1.0) 6.0 ナデ ナデ 密 lミ 外，{好， [祈.j主2電機 底許[1穿子L

129 B 1 包含陪 一叫件P問111 
天目

(5.6) ナデ ナデ 持i 良 外・ l勾・誌rr-fl<J灰
斉号線

130 日l 包含隠 Z貫主主 g~ (7.1) ナデ ナデ 主主、 上主 外 .1祈灰、内オリープ灰

131 B 1 包含関 瓦1'f 羽fを 1(2.3) ナデ ナデ * 災 外.{存命 H奇灰色、 i釘ー灰白132 B 1 包含廓 ニi二郎 羽2を (3.5) ナデ ナデ 約 良 外・内・際i-灰資

133 B 1 包含Eヨ 土師 3詩 (4.4) 強いナデ ナデ 銭、 良 外・内 .1好にぶい字詰

134 B 1 包含熔 土自官 2持 (5.0) 強いナデ ナデ ま設i4J良 タト-4:堂、内・ぬrr-j長賞綴
135 B 1 包会長ぎ 瓦笈 最1 (6.9) 強いナデ ナデ w 良 外灰色、内・防i-灰JI，褐色
136 B 1 包合殿 とG車 E品 (7.0) ケズリ後ナデ ナデ 担2 Eミ 外-~主灘、 内・ lザiぺこぶし主主主憶
137 C 1 土坑26 ニiニ臨n E霊 (14.0) (21.0) ナデ、ハケメ ナデ、→ケズリ 領 五i外.f与・防i-j浅草5色

138 C 1 オ:1it26 土師 き整 (4，0) ナデ、ハケメ J対{Iえ→ケズリ 害致詮j良 外ー筏、 内ー灰111褐、 際iゃ灰 JliU突文

139 C 1 怒し穴28震立文 ?漆鉢 (2.8) 条痕 ナデ 密 良|外・内 .Itfi-E正賞潟、内子;t;¥
140 C 1 落し穴31縄文 喜宇 (4.5) 貝殻条痕→ナテ桐 ナデ→ミガキ ViJ 良 外 '1婦にぶいJlH童、 i勾JJl灰色
141 C 1 洛し穴34縄文 深会主 (3.5) 総額摩滅し認後不明 認i蕊尾空言実L調会宅不i1)] 粗 良 外.f与一灰白、 ;好E主総 持iEl'7.'l苦WI')
142 C 1 話J30 こt:.n車 護霊 15.6 (25.9) ナデ、ハケメ ナデ、ケズリ す日 災 外・ i勾・断.1悶111褐 ふきこlまれイョ

143 C 1 有毒30 土師 言霊 (17.0) (9.2) ナデ、ハケメ ナデ、ケズリ そも、 良 外・内後色、 l釘-1主器鐙
144 C 1 潜30 ゴ二郎 星雲 (16.5) (3.8) ナデ ナデ 筏|良 外-I;:.$;p1安倍、{/;f-j支焚十言、際i-E正
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遺物観察表

土器③

J番母絞目一 地区 i立f持名 種類I#~種 仁l径 *i il~当J‘ 主主径
外関;;I，~'l設 IJ，面調毅 i治土 力Z 色;胡 総考

(crn) (crn) (crn) 成

145 C 1 jJ待30 土師 也V匂 (3.9) ナデ ナデ 主義: 上主 外・内ぺこぶい政均、断-，[1.1

146 C 1 Ii'ii30 二l二郎 隠士子 (6.5) ハケメ→ナデ ハケメ→ナデ ?fJ~ Ol 外・内ー媛、 IIJH¥¥

147 C 1 潟30 二i二師 向上干 14.6 (9.0) 
ハケメ→ナデ、

ナデ→ミガキ ?f.: 良 外・内 .1自i.燈
ハケメ→ミグキ

148 C 1 滋30 土師 芸道上子 (11.0) (3.7) 1 ナデ ナデ→ミガキ 空白i H タト・内 .1好にぶい鼓慾

149 C 1 j誇30 オ二郎i iujf子 (3.5) ;誕百d摩滅し潟疑不IYJ ?tiiTI部隊滅Lil'¥I'IfHI]丹 組 Ol 外.rJg.l宗主、|訴にぶい災後
150 C 1 滋30 :l:詰IP お五土干 (1.6) (10.0) 言語I国際滅し;お主主不IYl l*ñ沼l学淡し品~f!ß在不明 語i 上i|外鐙、内・ i訴.R}H者褐色 持ミ彩

151 C 1 議30 こと剣i ~::Jf干 (5.9) ノ、ケメ、ハケメ→ミガヰ ナデ 容J 良 |外・内寸授、開i.浅裁機

152 C 1 滋30 ゴ二mu 碗 (11.8) 4.9 ナデ、手持ちケズリ ナデ→ミガキ ?治; 災 外-f.壁、内ーに.."ぃ俗、 i好日ミ

153 C 1 品}31 ことr，ili 長包 (2.0) ナデ ナデ→ミガキ 綴主主 L1l 外・内・際Hこぶしミ良守授
154 C 1 

怨合間 伐ば以立立芸文文文 1I菜f鉢菜鉢室?字? 
(3.3) ナデ ナヂ ff:; iミ タト・内.ItI[-rこぶい焚燈 |部苦文

155 C 1 包会長 (2.8) ナデ 君ilfiiîl苦言案し~~~翌不明 J色合 tミ 外にぶい後、内・的H母灰 際干詩文

156 C 1 包会長ヨ (3.4) 淡liil率五の斜1T縄文(RL) ナデ 主詩 良 外.VJ • I冴ーにぶい災後
157 C 1 包会長雪 警告文 ;長室主 (3.3) ナデ 総ffiìl緊i咳 Lf~~~寝不EJl 主立 tミ 外.Itq.にぶい災段、 i草i-E疋

車i
包含}長? 縄文 ;支鉢 (20.8) (10.4) (2.6) ナデ ナデ 担2 良 外ー後色、 l相-1こぶいw後
包会長? 縄文 t寝室宇 (6.0) ナデ ナデ ?込: 良 外・内・際H母灰

包合問 縄文 深長七 (4.8) ナデ ナデ 持i 災 外・内 .t統一灰白 刻日3定者I(V字)

161 C 1 包含!言j 草地文 深会宇 1 (3.6) ナデ ナヂ 2もご L'.! 外 .u叫にぶい1j~!f登、内褐E疋 刻EJ'1!帯(Vヂ}

162 C 1 包合問 縄文 E寝鉢 1 (3.0) 1 昔話泌欧主主し言語j主主不明 総i箇!事F去し;凋怒不明 ;も iミ タト・!勾一主主1'<1、i続一次 郊隠'1!{!Hvt:)

163 C 11包合総 事E文 E署長宇 (3目6) ;苦J琢i祭主義 LJ~j'î護不f珂 務[ÚI~字減 L~司祭::f EJj WI: 上4 外-}主tlH立、 内命淡紫、 i苦トE記 主1呂突l[HV'j:)

164 C 1 包含長ヨ 事2文 ?寝室宇 (4.0) ナデ ナデ * 良 外にぶい災後、内 7主演銭、防1-}7( 担IEl突l[HV'i')165 C 1 f!1合問 窓立文: j京芸宇 (2.9) 器H函i字減し詩ミ二手Iljj 総領隠滅L&Mg霊不可i 性i 災 外w燈、 i勾.1好にぶい焚燈 認lJEl突{!f(V字)

166 C 1 包含}翠 縄文 言寝室主 (4.1) ナデ(工n使月l) 器}ffii)菅波Lw持怒不IYj 性7 良 外・内-1:授、新一灰 刻日突祭(V字)

167 C 1 包含隠 縄文 j深鉢 (4.1) ナデ ナデ ~; iミ 外・内叩 j長s'i1'笠、防i灰 郊EJ，老後(V字)

168 C 1 包含)笥 事芸文 E寝室主 (3.3) ナデ ナデ ¥'f，' 災 外・内-1こぶし}1i:U夜、約1-1夫 おlJEl突{ff(V守':)

169 C 1 忽合的 縄文 深~ (4.0) ナデ l*詰u#事滅し;ttM室主不明 激主主itミ タトー灰災、 内-j究室ミ、 i好灰 話i民3宅街(0字)
170 C 1 包会主雪 縄文 E寝室宇 (3.5) ナデ 百号[説i郡安し品，ij室主不明 ?密 1'< 外.rJg-E正賞、 総rr-E足 認IJElg定llHO字)

171 C 1 忽合問 弥ヨ: 深鉢 (35.0) (10.5) ケズリ→ナデ(ヱScJ.使用)務l立法学淡し潟鐙不IYj ?fJ 良 外.f与にぶい災後、 i好一灰 貼付3老子w

172 C 1 包含駁 弥生 主要会主 (7.1) ナデ(IJH史問) ;諮l爾まし謝祭不明 2長f 良 外-UffE定資、 内山氏賞、阪[-灰 J\~ 付~;~

173 C 1 包含flil 5JJ)~仁 tfij半 (3.5) *iifl揺lデ淡L潟滋不明 疑問僚主主L訴!?慾不明 総 良 外一灰策、 l勾・隠[-浅災 ftii付炎裕

174 C 1 包合問 弥生 i?ii鉢 (4.0) ナデ 2苦iiITl緊滅uw整不可j 主主i Iミ 外・ l祈-f;紀粛、内ー灰潟

175 C 1 包含!臼 弥生 主長鉢 (3.0) 誌gI活!李主主L;お怒不明 ナデ 密 Ol タト・ i銃一!夫?号、内ーにぶいs'i授

176 C [ 包含h?i 5i1ピiミ 1H! (3.6) ナデ ナデ 後 良 タト・ iキ浅草H登、 i首i-i号灰 沈移、

177 C [ 包会長当 弥生 ぎを (5.5) ミガキ ナデ

厚
良 外授、内にぷい鼓後、長If-DiI=1

178 C 1 f立会総 弥生 主筆 (6.0) ナデ、ハケメ ハケメ→ナデ i主 外守灰Wf号、 ri-J・ 1釘ーにぶい災後 沈お¥2条
179 C 1 包会長ヲ 弥生 き霊 (4.3) ナデ ナデ fl 外・内・防1-1詩灰

臨C1 忽合総 弥栄 警5 (2.5) 苦苦ffiJl李主主LJJ司3話不明 ナデ 良 外・内-1こぶい災後、 i好一灰

C 1 包含53 弥生 き建 (3.0) ナデ ナデ w I'l 外 '1勾・断~?主焚後

C 1 包含陸j 弥生 享品綾、一 (1.7) ナデ ナデ i'fJ tミ 外・内 .1絹明災掲

183 C 1 包合長室 手1i~主 五旨 (2目7) (11.0) ナデ ナデ 在i H タト・内・ i訴ぺこぶしサ者F電

184 C 1 包含駁 弥生 き懇 (2.7) (8.0) ナデ ナデ 組 良 外ー媛、 内.u窃ー泉潟
185 Cl 包含Eヨ 弥栄 ~m: (3.4) 10.0 ナデ ナデ ぎ立 H 外-I'在、{与lこぶい立rt登、 i努ー灰

186 C 1 包含彪 ~Ji生 去を (3.7) (9.0) ノ、ケメ ナデ 組 iミ 外 .1訴J主災後、内氏l~

187 C 1 包含}認 二七郎 警5 (15.0) (25.7) ナデ、ハケメ ナデ、ケズリ ~I: 良 外ーにd>い災後、内・前一灰I:fi
1881 C 1 

包包包包含合白合 庖的対鋭~土師
き遅 (16.4) (23目5) ー ナデ、ハケメ、ナデ ナデ、ケズリ 幸吉 H 外・内.1こぶい淀僚、断也氏

叫ん
土目前 主建 (14.0) (11.3) ー ナデ、ハケメ ナデ 2も: Eミ タト・内 .Ii耳-{こぶしゅ!'i{登

土師 言語 (7.5) (9.9) 詰~ruî)緊i域 L ;v，W~室不 R}j 号号蕊iI密主主しみi径約珂 話1 工4外.rl， . 1好lこぶい2立燈
士郎 塁塁 (5.7) ーナデ ナデ 2もご 良 タト.VJ • ~耳-{こぶしづ在校を

包含!夜土締 言霊 (4.5) ーナデ ナデ ?色、 良 外・内ー媛、 i訴-7支毅絞

包含l符 土自車 ~~6j::子 (7.0) 
(9Iー3L.B1 ナナハヂテケメ→J→Eミl ミガキ、 ナデ

ナデ a: Iさ 外 '1今iこぶしヰ登、 Itrr-{こぶしづ:後
1941 C 1 包含隠 ニ!二長信 向上干 ガキ ノ、ケメ ¥¥'J 良 外・内総、 i訴総灰

1951 C 1 包合E君主i忠 杯遣を (1.5) 総ヘラケズリ ヨコナデ、ナデ 数絵i五i外・内 .1係灰

196 C 1 包含1m ;J~惑 ;筑 (7.1) ナデ ナデ 密 災 外・内・民rr-[天

197 C 1 忽合図
二j:二it二二日日tiiqqipiiiii 小1lI]

(8.0) 2.3 (5.2) ヨコナデ ナデ 言言 良 タト・[々・}続一鐙 回転糸切り

198 C 1 包含}認 ノj、i殴 (7.0) 1.5 (4.8) ナデ ナデ 為: 良 外.f与・ i好総 手主E

199 C 1 包会総 ノj、I!I] (8.4) 1.5 (7.0) ナデ ナデ w 古 良 外・内ーにぶい災後、認1-1'登 郎総糸切り

200 C 1 包会長? 土l珂 d、皿I (8.0) 1.7 (6.0) ナデ ナデ * i告 外匂後、 内-s.4潟、 i好長子・立H母 回転糸切り201 C] 包含flil 主i王室 喜怒 (3.6) ナデ、格子11[1き ナデ、ハケメ 宮 良 外 .1祈;長十号、内立{Di.!!l褐

202 C] 包含際 ;fl旦{ き霊 (5.0) j寺子日Pき→ハケメ ノ、ケメ 主主J 良 タト・内・ i訴-'Vi1夫
203 C 1 包含廠 須!J.{ き議 (3.0) 格子II[Jき→ハケメ ナデ 筏 災 タトー褐!氏、 内」泌氏、 際i叩E除名

204 C] 包含111 須主主 喜怒 (5.1) 絡予Eflき ナデ ?畠: Eミ 外 .t続一灰、内ーオリーブ灰

205 C 1 包含廃 合nltl 慈 (5.8) ナデ ナデ ぞ若 iミ 外.f今ぺこぶいWf号、 i好2喜一!火

206 C 1 包含防 書5詰在 おj$;キ (5.0) ナデ ナデ 密 良 外.f句潟E足、 i訴lこぶし通渋潟 櫛ttli放射状線

207 C 1 包含隠 lUを oJ5J釜 (3.0) ナデ ナデ 苦言 iミ 外・内手氏、 i好!夫 I~

208 C] 包含腐 瓦貿 羽釜 (5.7) ナデ、ケズリ ナデ、ケズリ→ナデ 民 外・内-IlfiE正、 i釘ー灰白

209 C 1 包合I習 土師 鈎 (2.8) ノ、ヶメ ハケメ 密 L~ 外一後、内ーにぶい筑後、的1一議耗j
210 C] 包合図 :七師 3品 (2.7) ナデ ナデ 主百 良 外・断ω灰葉、 rf;Jゅ灰
211 C] 包会総 l'H設 総 (2.5) (4.8) 絶て よミ 外.r与一オリープ灰、 i好氏自
212 C 1 包含flil Vl磁 容証 (1.5) 3.2 1- 綴筏 tミ i好灰、約ー縁灰 刻干主文

213 C 1 包含j語 染付 lllI (14.8 3.6 (8.8) 主主 良 義rr-Di尚、議jJ伶灰オリ ブ 花子F文
214 C] 包含}滋 五議@灯i苦jI!l] (6.4) 2.9 (1.6) ヨコナデ ?をj 良 外・}ザfーにぶい赤褐、約一階赤褐

215 C2 住居2 土郊 3塁 (14.8) (3.2) ナデ ナデ 句、 Iミ 外 '1有・断ぺこぶし)1W鐙

216 C2 住居2 ニi二郎 を建 (3.3) ナデ ナデ ?岳 良 外 '1斗-{こぶい筑後、関[-}7i
217 C2 {主!万2 土自F お打、 24.0 (8.4) ハケメ→ナデ→ミガキ ハケメ→ナデ→ミガキ 密 tミ 外・内・並河一後 赤彩

218 C2 住居2 土持ili 白ii干 (3.1) ハケメ ナデ→ミガキ ?首 tミ 外・内匂後、 i好淡茨

219 C2 佼民2 太郎 向上手 (7.0) 8.8 ハケメ→ミガキ、ナデ シボザメ、ハケメ 主百 良 タト・内・ i経一被

220 C2 住成2 土師 E霊 (16.5) (3.0) ナヂ ナヂ ~位タ工4ー、 民 タト・内ー俗、 i草トにぶい裁縫

221 C2 往路2 :と飾 i%J:手 (4.3) ハケメ→ナデ→ミガキ ミガキ 干主 艮 外.p与段、 i訴-1主:it:tf登

222 C2 伎居2 太郎 き整 (15.0) (8) ナデ、ハケメ ナデ lU i主 外.ri-J・断-.t[f色
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遺物観察表

土器④

掲t絞
地区 遺構名 種類 際主主

口径 若是1箆 底筏
外国調整 内面調整 胎土

焼
色調 備考

番号 (cm) (cm) (cm) 成

223 C2 住蔚2 土防 E霊 (3.8) ナデ ナデ、ハケメ 密 良 外ー黒色、 内ー授、 監可ー沃禁

224 C2 住緩2 土師 i潟士干 (15.4) (5.2) ハケメ→ナデ→ミガキ ナデ→ミガキ そ苦 良 外・ l今.H詩ーにぶい災後

225 C2 伎援2 土自車 言霊 (2.4) ナデ ナデ 密 良 外.i好褐灰、内ーにぷい策澄

226 C2 住殿2 土獅 E警 (4.0) ナデ ナデ 2首 Eミ 外ー褐灰、内 .i草i苧にぶい議後
227 C2 4主后2 土師 き建 (3.4) ナヂ ナデ 密 良 外守幸号灰、 i存後、新ーにぷい燈
228 C2 住民2 土師 懇 (3.9) ナデ ナデ 君主i 良 外.I*J.院にぶい策機

229 C2 俊E雪2 土師 き霊 (3.6) ナデ ナヂ 密 良 外・内・際[.Jj走資掲

230 C2 住居2 土師 議 (3.6) ナデ ナデ ?百 Eミ 外.í続 j主主~1登内.{登

231 C2 住民2 こl二郎 E霊 (3.1) ナデ ナデ 密 良 外・内・新ーにぶい後

232 C2 住成2 土自市 霊童 (2.6) ナデ ナデ 言首 良 外・内・街i守にぶい銭授
233 C2 住E雪2 こと釘 き露 (3.6) ナデ ナデ 密 良 外・内ー後、断'f号灰
234 C2 往底2 土師 政5士子 (3.9) ノ、ケメ→ナデ→ミガキ ナ子'→ミガキ

時
外・内・断階赤褐

235 C2 住居2 土師 潟土手 (4.0) ノ、ケメ→ナデ→ミガキ ハケメ→ナデ 外.I*J'1好後

236 C2 住居2 土自前 E五郎 (2.5) ナデ ナデ→ミガキ 外・内 .i訴澄

237 C2 住居z士郎 高t干 (2.1) (13.4) ナデ→ミガキ ナデ、ハケメ 密 良 外・内宇後、 i訴.1主質主査
238 C2 住庖2 土S市 Iぬ苅t (15.0) (2.8) ナデ ナデ→ミガキ 主管 良 外・内にぶい赤潟、断ー後

239 C2 住居2 土絹 量量 (5.5) ナデ ナデ 密 良 外・内・防[-黄灰

240 C2 住殿2 土目指 E霊 (3.3) ナデ ナデ 主若 良 外~}1.~、内・断にぶい褐

241 C2 住居2 土師 き翌 (2.9) ナデ ナデ 密 良 外・内ーにぷいf号、!好灰
242 C2 {主蔚2 土日曜 i衛生下 (3.3) ノ、ケメ吋ナデ ミガキ 主主マ 良 外ー授、内・断鐙

243 C2 住居2 土自車 i窃土手 (3.0) ハケメ→ナデ→ミガキ ナデ→ミガキ 密 良 外・内・隊H霊
244 C2 伎底2 土自市 腕部 (4.0) (10.0) ハケメ→ミガキ ハケメ、ナデ 空言 良 外ーにぶい言者怒、続・内 t登
245 C2 住居2 ニ主富市 主選 (16.0) (3.5) ナデ ナデ 密 良 外・内ーlこぶい黄後、問[-)1;¥灰

246 C2 使関2 三二締 E霊 (2.0) ナデ ナデ i'fi 良 外・内・続にぶい災澄

247 C2 住居2 土師 主選 (3.1) ナデ ナデ 密 良 外・内・箇[-浅賞後

248 C2 住総2 ゴ二日:iIi き翌 (3.4) ナデ ナデ を首 良 外・断ぺこぶい芸者燈、内全登

249 C2 住居2 土師 轍ムι“ (3.0) ナデ ナデ 密 良 外・内・断-i主主主後
250 C2 住居2 土郊i き建 (2.0) ナデ ナデ 密 災 外・内ーにぷい後、 i訴lこぶい銭授
251 C2 住居2 土締 1同士干 (15.6) (3.6) ナデ ナデ→ミガキ 組 良 外・内一後、街-i実質燈
252 C2 住居2 ゴ二郎 高士干 (3.5) ナデ、ハケメ ナデ 密 良 外・内・的[-後

253 C2 住居2 土師 芸者勾Z (3.3) ハケメ→ナデ ナデ→ミガキ 蚤7 良 外ーにぶい策燈、内・断--1'登 赤彩

254 C2 住居2 土師 高土手 (2.8) ハケメ→ミガキ ミガキ 密 良 外・叡[-1'堂、 内ー灰干号

255 C2 住E雪2 土郎 E道士干 (2.3) (10.0) ナデ→ミガキ ハケメ→ナデ i'fi 良 外・内・断燈

256 C2 住居2 土宮市 日同士干 (1.9) (13.0) ナデ→ミガキ ナデ 密 良 外・内ー授、断ーにぷい賞後

257 C2 伎緩2 こと喜市 /iIi土干 (1.4) (10.0) ナデ ナデ w 良 外 .i訴ーにぶい段、 i今司t登
258 C2 住居2 土師 It右土干 (3.0) ナデ、ハケメ ナデ→ミガキ 密 良 外・内ー様、断叩浅策援

259 C2 住居2 土師
小型

6.7 ナデ、ハケメ ハケメ→ナデ、ケズリ 密 良
外ーにぷい赤潟、内 にぶい様、

丸政資 断ー褐灰

260 C2 二七器百寄り 土日市 霊童 (16.0) 25.5 ナデ、ハケメ→ナデ ナデ、ケズリ 空色、 良 外・内・語系にぷい紫綬

261 C2 土器j留り 土綴 5翠 二時二 ナデ ナデ 2首 良 外・内・断にぶいZ電車登
262 C2 土号号溜り 土部 き霊 ナデ ナデ 密 良 外・内・断e浅翼後

263 C2 土器潟り 二主的 E霊 ナデ ナデ 官在 良 外・内』にぶい援、断ーにぶい議会後

264 C2 土器溜り 土師 5翠 (11.1) ナデ、ハケメ ケズワ 密 良 外・内 .i好にぷい索後

265 C2 土坑33 弥生 懇 (5.0) ナデ、ハケメ ナデ 密 良
外-Jj足潟、内ーにぶい策潟、

沈綴2条
断ーにぶい黄桜

266 C2 土坑35 総文 至宝 (7.6) (2.2) ミガキ ミガキ 2百 良 外‘にぶいまI潟、内・障再掲灰
267 C2 土坑35 縄文 宣言 ナデ ナデ 宅百 良 外・内燈、断ー浅草者援

268 C2 土坑35 縄文 深鉾 (2.6) ナデ ケズリ→ナデ 空色、 災 外・内・断‘にぶい後 語JEj笑殺(V'i')
269 C2 土坑35 縄文 深鉢 (4.7) ナデ ナデ、ミガキ 組 良 外ー褐沃、内 1登、野[-灰 刻自突搭(v字)

270 C2 土坑35 事基文 深喜本 (5.4) ケズリ ケズリ→ナデ 密 良 外・内・断ーにぶい後 刻目炎寄f(V字)

271 C2 二七坑35 議意文 深鉢 (1.5) ケズリ→ナデ ケズリ→ナデ i'fi 良 外ー然、内・ l訴にぶい褐 刻目突帯(V字)

272 C2 土坑35 縄文 E事鉢 (7.9) ケズリ(板状工主主) ナデ、ケズリ→ナデ 空管 災 外-!;¥¥、内・断ーにぶいま登 記IJEj突f苦(V字)

273 C2 土坑35 縄文 深鉢 (7.0) ナデ、ケズリ ナデ 程1 災 外・内ーにぶい資授、断ー灰白 真m突帯(V字)
274 C2 土坑35 縄文 言程鉢 (3.8) ケズリ→ナデ ケズリ→ナデ 苦言 良 外ー黒潟、内ーにぶい赤潟、陸耳ー褐灰

275 C2 土坑35 縄文 鉢 (2.0) (6.6) ナデ ナデ 密 良 外ーにぶい1Ji.潟、内陸様、断ー褐灰

276 C2 二t:t記纂3 弥生 鉢 (3.0) ナデ ケズリ→ナデ 2首 良 外・内にぷい主主潟、 i続随苧灰 刻目突稽(D字)

277 C2 土坑墓3 弥生 翌 (2.6) ナデ ナデ 組 良 外一芸者褐、 I今・断ーにぷい賞褐 日産季実日鼠

278 C2 illl32 土師 E霊 (15.2) (19.8) 
ナデ、ハケメ、

ナデ、ケズリ 粗 良 外・内・断ー浅黄燈
ハケメ→ナデ

279 C2 f符32 土師 き塁 (15.0) (9.5) ナデ、ハケメ ナデ、ケズリ { 出 良 外・内・断~ 1;主資鐙

280 C2 illi32 土師 高原 (15.0) (9.0) ilif箇摩滅し言号室翌不明 務部長罪滅し議室主不明 2首 良 内ー赤字詰色、 E究 明笈褐 赤彩

281 C2 滋32 土師 高Jf (8.5) 苦苦ïliî~審滅し議室主不明 器商摩滅し調整不明 密 良 外・内・断ー浅黄桜

282 C2 長官32 1二郎 言苦杯 (8.8) (9.6) ノ、ケメ、ミガキ シボリメ、ハケメ 綴i'fi 災 外・内 .i好俊

283 C2 終32 土師 お土干 (6.4) 12.1 ハケメ→ナデ、ミガキ シボリメ、ハケメ 幸吉 良 外・内.i草[-浅草言後
284 C2 投穴7 土自車 き霊 (15.0) (10.2) ナデ、ハケメ ナデ、ケズリ 2百 良 外・内ー浅賀色、野[-灰

1285 C2 主主穴8 弥生 言寝鉢 (29.6) (6.9) ナデ ナデ 滋 良 外鐙、内 明重苦褐色、臨I伺褐灰
286 C2 包含露雪 講話文 深鉢 (6.6) ナデ(工具使用) ナデ 密 良 外ー灰主主潟、内司にぶい焚後、i草[-沃
287 C2 包含層 縄文 E装鉢 (5.8) 員殺条痕 ナデ、ケズリ(条痕) i'fi 良 外・内ーにぶい策燈、民可 E音灰

288 C2 包含際 縄文 深塁本 (5.7) ナデ(工具使用) ナデ(工具使用) 密 良 外・内ー紫、街ーにぶい葉桜 認l自突帯(V字)

289 C2 包含厨 縄文 深鉢 (5.7) ナデ ナデ 密 良
外ーにぷい潟、内ー明赤褐、 男l日突帯(V字)
断ーにぶい策燈 粘土総有

290 C2 包含廃 縄文 j架鉢 (3.0) ケズリ ナデ、ミガキ m 良 外・内・断但にぶい賞後 おm突帯(D字)
291 C2 包含層 弥生 f来鉢 (4.8) ナデ ナデ * 良 外.i併にぶい策澄、I*J守明赤潟 貼付笑者f292 C2 包会長君 弥生 深鉢 (2.9) ナデ ナデ 密 良 外・内ー淡哉、断aオリープ灰 貼付突帯

293 C2 忽合長雪 弥生 深鈴 (3.4) ナデ ナヂ 密 良 外・内~ì，炎葉、断ー灰 貼付突干苦

294 C2 包含随 弥生 ヨ差 (5.7) ハケメ ハケメ 2首 良 外・内幸~t登、断にぶい銭授 凶録文

295 C2 包合問 弥生 Ml1 (2.7) ハケメ ナデ 密 良 外・断ーにぶい賞授、!有-i支賞後 沈線文
296 C2 句会長雪 弥生 き懇 (1.9) ナデ ナデ 2首 良 外ー黒潟、内・新ー策E正 ロ縁主日目

297 C2 包会長寺 弥生 言霊 (2.4) ナデ ナデ 苦言 良 外・内・額一浅貨車登 ロ縁i<lHヨ
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遺物観察表

土器⑤

掲草案
地区 遺構名 種類 務種

口径 苦苦高 底径
外面調毅 内面調整 胎土

事E
色調 備考

番号 (cm) (cm) (cm) 成

298 C2 包含隠 弥生 E翌 (2.6) ナデ ナデ 綴 良 外・断ーにぶい禁後、内灰潟 口縁亥UI3

299 C2 包含廃 弥生 E霊 (2.8) ナデ ハケメ→ナデ 宮否 良 外・内・随H登 ロ縁)'(U白

300 C2 包含騒 弥生 震f (3.6) (8.0) ハケメ ナデ 手証 良 外・内・民不lこぶい主主槍

301 C2 包含燈 土自車 き霊 (3.2) 著書間際滅し調務不明 器面摩滅し調整不明 主管 良 内・断ー淡哉、外司浅黄綬

302 C2 包含溺 土師 高杯 (7.9) (4.6) ハケメ→ナデ ハケメ→ナデ 密 良 外・内ー後、額千主黄澄

303 C2 包含隠 土防 潟t干 (6目4) (4.5) ナデ ミガキ 空苦 良 外・内・断種 赤彩

304 C2 包含懸 土自市 小血 (1.7) (5.0) ナデ ナデ 密 良 外・内也授、断ー浅草H登 闘車五糸切り

305 C2 包含廃 iニ締 小皿 (2.0) (7.0) ナデ ナデ を首 良 外・内・断-r主演燈静止糸切り
306 C2 包含Jiii 予言滑 援z活b (8.3) ナヂ ナデ 密 良 外ーにぷい潟、内ーにぷい策強、留I-灰白

307 C2 包含燭 主主器 主霊 (4.5) ナデ ナデ g若 良 外<~遺灰、内灰、陸耳a灰重5

308 C2 包含Iiil 須主立 喜望 (4.5) 格子タタキ→ハケメ ハケメ 密 良 外・内宇灰、防I-褐E正

309 C2 包合関 瓦貿 鉢 (4.3) ナデ ナデ 租 主主 外 '1今累、 i訴EJ(El
310 C2 包含隠 土8車 羽3を (3.5) ナヂ、ハケメ ナデ 密 良 外・内・筒I-灰賛

311 C2 包含廃 ゴ二部 羽釜 (3.7) ナデ ナデ 空若 良 外・内・隊I-浅まをま登

312 C2 包含liil ]!Uま 綴 (2.7) ナデ ナデ 密 良 タト・内-~奇灰、断ー灰白

313 C2 包合図 こt師 芸品 (5.9) ナデ ナデ 苦言 良 外 '1今.1許灰白 12~13C 

314 C2 包合図 白磁 喜善 (13.0) (2.8) 密 良 i訴ー灰白、議長ー白

315 C2 包含厨 磁器
天日
(11.3) 5.4 5.0 密 良 断-1天白、紬ー紫黒

ι 二茶碗

土製品

石器

掲車I
地区 ~構名 極別

議大長 長立大騒 長立大J!i! E霊登
石 材

掲建造
地区 遺楠名 樋別

絞大交 経大綴 最大路 E霊E量
石 材

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 怒号 (cm) (c悶) (cm) (g) 

S 1 A 1 
住居 石石石室室室経襲襲米来来製製事1品

2.7 1.6 0.7 1.3 ガラス主主安山岩 S 18 C 1 包含層 お3設 (13.2) 9.8 2.5 (300.0) 板状安山岩

S 2 Al 住居 品 1.7 2.4 4.5 1.5 ガラス貿安山務 S 19 C 1 包会長雪 石鍬 20.3 8.5 2.9 600.0 板状安山岩

S 3 Al 住居 品 2.9 3 1.7 2.0 ガラス貿安山岩 S 20 C 1 包含層 磁石 12.8 9.1 5.1 1000.0 安山岩

S4 Al 住鹿 l お室接来製品 1.8 2.5 1.5 0.8 ガラス笈安山岩 S 21 C2 住E雪2 石喜設 (9.8) (9.2) 2.4 (240.0) 板状安山岩

S 5 A 1 住居 l 石室接来製品 1.9 4.5 1.85 1.6 ガラス質安山岩 S22 C2 土器溜り 殴石 10.5 4.4 2.9 180.0 安山岩

S 6 Al 住居 1 石室主米製品 3.0 1.9 0.5 1.9 ガラス質安山岩 S23 C2 包会長雪 剥j片 2.0 2.0 0.6 1.3 E皇室率石

S 7 Al 住居 l 石鋒未製品 3.0 1.2 0.8 2.4 ガラス貿安山岩 S24 C2 包含感 おi片 2.9 2.2 0.7 3.1 黒官室Zヨ
S8 Al 住居 I お鐙来製品 2.2 4.5 1.3 1.2 ガラス主主安山岩 S25 C2 包含層 ti(良の穿子し) 安山岩

S 9 AI 貯蔵穴1 石5設 (21.5) 14.2 2.6 (750.0) 板状安山宕 S26 C2 包含腐 石室設 10.9 10.9 3.0 850.0 絞状安山岩

SlO AI 貯長室穴3 砥石 6.3 2.3 5.2 175.0 安山岩 S 27 C2 包含腐 石喜歌 (8.5) 7.2 2.6 (170.0) 桜状安山岩

Sl1 A2 包含隠 スクレイパー 4.0 6.5 2.1 9.5 累E霊石 S 28 C2 土坑纂5 高支石 24.5 7.9 5.7 620.0 安山岩

S 12 C 1 土坑25 露支石 (11.0) 12.7 8.5 (13∞.0) 安山岩 S29 C2 溌32 Zヨ鍬 19.5 11.3 2.5 660.0 板状安山岩

S 13 C 1 務30 磁石 (8.9) 11.1 5.6 (7∞.0) 安山岩 S30 C2 柱穴6 台石 (32.2) (14.6) (5.8) (2520.0) 安山岩

S 14 C 1 f話会長雪 石室襲来製品 3.8 3.5 1.2 12.4 ガラス質石英務岩 S31 C2 包含Jiii 来製品 5.5 4.1 2.5 37.8 3i髄i
S 15 C 1 包含層 石銭 2.6 1.7 0.4 1.0 紫野t石 S32 C2 包含層 石鍬 (10.7) 7.3 3.0 (2ω0) 板状安山岩

S 16 C 1 包含駁 燈5建石斧 8.9 8.9 (1.6) (850.0) 肉縁扮岩 S33 C2 包含殿 石鍬 (14.7) 2.0 官。 (270m 板状安山岩

S 17 C 1 包含隠 石鍬 I (10.6) 9.4 2.5 (350.0) 板状安山場

色翻

外ー黒漆、内ー赤漆、家紋ー赤

外・内一黒漆

備考

永通宝
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ふりがな

書 名

直リ 書 名

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所 在 士血

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名

な中か尾おだ第いいIち遺いせ跡u 

所収遺跡名

中尾第 l遺跡

報告書抄録

なかおだいいちいせき

中尾第 I 遺跡

一般国道9号(東伯中山道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

VI 

鳥取県教育文化財団調査報告書

90 

玉木秀幸、長尾かおり、福井流星

財団法人鳥取県教育文化財団 埋蔵文化財センター

千680 0151 鳥取県岩美郡国府町宮下1260番地 TEL (0857) 27-6717 

西暦2004年3月31日

ふりがな コ 一 ド

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所 在 地

鳥とっ取とりけ県ん東とう伯はく郡ぐん

東とう伯はく町ちょ大うお字おあざ中な尾かお 一般国道

宇あざ荒あ木らさ田だ753、 35
0

29'14" 133
0

42'14" 9号(東
2003.4.22 

字あ5舞まいの免め793、 313688 300 35
0

29'19" 133
0

42'23" 28，696m 伯中山道
'" 11.25 

宇あざ下しもノ谷たに828、 35
0

29'28" 133
0

42'32" 

宇あざ徳とくさんかさ
三垣895、

字あざ下しも野のき際わ891 

種別 おもな時代 おもな遺構 おもな遺物

狩猟場 縄文時代晩期 落し穴 縄文土器

弥生時代 竪穴住居・貯蔵穴・土坑・墓 弥生土器・石器・炭化米

集落 古墳時代中期 竪穴住居・土坑・溝 土師器

中 世 掘立柱建物・区画溝・墓 常滑焼・土師器・青磁

鳥取県教育文化財団調査報告書90

一般国道9号(東伯中山道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書VI

鳥取県東伯郡東伯町

中尾第1遺跡

発行 2004年 3月31日

編集財団法人鳥取県教育文化財団

埋蔵文化財センター

干680…0151 鳥取県岩美郡国府町宮下1260

電話 (0857)27-6717 

発行者財団法人鳥取県教育文化財団

印刷山本印刷株式会社

路)の改

筑パ‘ー

特記事項

弥生時代前期の

陳石使用墓を伴

う土坑墓群が確

|認される。
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中尾軍1遺跡C2区 P L. 6 

1. C2区全景{南から) 2 竪穴住居2 (北から)

3 掘立柱建物6(車から) 4 土坑35(東から)

5 土坑墓1(西から) 6.土坑墓2(西から)
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PL 8 中尾第1遺跡A.B区
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1 竪穴住居1出土遺物 司‘9 
" 

" 
" 2 貯蔵穴1出土遺物

司V
幻 58 

M 

56 ， 
ω 

v 司.' " " " 4 土坑7出土遺物
30 

" " 
調 .‘ ， 90 92 " 3 貯蔵穴2-4出土遺物 、島

F1  • 和0
"" :ω 

6 A2区出土遺物

• (<， 
u5 

， ーー国 B' 
的 .".-116 

5 火葬墓1出土遺物 7 溝27出土遺物



PL 9 中尾軍1遺跡C区

'" 2 竪穴住居2出土遺物

'" 

25s 
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'" 1 溝30出土遺物
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3 土坑35出土遺物 4 土坑墓5出土遺物 5. C区出土遺物(縄文~弥生)
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